平成27～30年度小学校理科
複式カリキュラム作成にあたって
複式学級において年間計画を作成する場合，学校規模や学年構成，教科の特性などによって，さまざまなパターンが考えられます。

そこで，ここでは複式学級独自の「同単元指導（いわゆるＡ・Ｂ年度方式，２学年分を合わせて２年間に配分）」による理科の年間計画について紹介し，各校独自の複式カリキュラム作成時に参考にしていただければと考えております。また，別途「Ａ・Ｂ年度方式」による年間計画案を例示しますので，そちらも合わせてご参照ください。
１　Ａ・Ｂ年度案立案時の留意点
（１） 基本的な事柄

系統性……２学年分の内容をそれぞれ振り分けるので，系統性にじゅうぶん配慮しなければなりません。

配分………時間数と教材の難易・領域・分野ができるだけ均等になるように配慮しなければなりません。

※新学習指導要領への移行等が行われる場合には，欠落や重複のないように注意が必要です。

２　授業時数の設定と時間割の編成
（１） 授業時数の設定
小学校理科の標準時数（年間授業時数）は，３年生は90時間，４・５・６年生は105時間となっています。また，授業時数等の取り扱いについて，以下のような項目が設けられています。
「各学校においては，地域や学校及び児童の実態，各教科等や学習活動の特質等に応じて，
創意工夫を生かし時間割を弾力的に編成することに配慮するものとする。」

理科では，他教科と異なり，生物の成育状況や地域の気象条件などによって，学習活動が計画通りに実施できない場合があります。また，ある単元だけを連続して扱ううちに，他の単元の適期を逃してしまう場合もあります。そのため，地域や学校の状況をじゅうぶん把握した弾力的な年間計画を作成し，運用していくことが必要となってきます。
▼ 理科の学期ごとの週数，時数の例
	学年
	３年
	４・５・６年

	１学期（12週）
	週2.5（＋2） （小計32）
	週3（＋1）（小計37）

	２学期（13週）
	週2.5（＋1.5）（小計34）
	週3 　　　（小計39）

	３学期（10週）
	週2.5（－1） （小計24）
	週3（－1）（小計29）

	年間合計
	90
	105


※（＋2）（＋1）などは，長期休みの直前の週で，調整する時数です。

特に，３・４年生の複式学級の場合は，年間授業時数が15時間も違うため，時間割の編成や年間計画の作成には，工夫が必要となっています。大幅な授業時数の違いをどう解決していくかについては，いくつかの案が考えられますので，それらを例示します。

① 総授業時数をもとに各年度で均等に分ける場合
３・４年生の年間授業時数は，前述のとおり90時間・105時間です。そのため合計授業時数が195時間となります。それを２年間でおよそ均等に実施するよう各年度に98時間ずつとして計画する方法です。この場合は，３・４年生の授業時数を同一にしているため計画作成が簡単であるといえます。ただ，年間35週で割り切れないので，学期ごとに週３時間，週2.5時間設定の時間割となり，逐次授業時数を計算しながら時間割を調整していくことが求められます（特に３学期は，週３時間の週と週２時間の週があります）。具体的には，次のように週あたりの時数を設定しました。

	学年
	３・４年

	１学期（12週）
	週3　　　　 （小計36）

	２学期（13週）
	週3　　　　 （小計39）

	３学期（10週）
	週2.5（－2）（小計23）

	年間合計
	98


この場合，年間授業時数が３年生で８時間増，４年生で７時間減になりますので，校外への分かりやすい説明が必要となります。「２年間で195時間学ぶ」という基本を校内でしっかり話し合い，保護者等への説明を行い，理解と納得を得ておく必要があります。

（今回例示する年間計画案では，この方法を採用しています。）
② 社会科の年間授業時数を考慮して作成する場合
３・４年生において理科授業時数の違いは15時間ですが，社会科授業時数にも20時間の違いがあります。この２教科の違いを合計すると35時間になることから，次のような方法も考えられます。

まず，理科の授業時数のうち週2.5時間（年90時間）を３・４年生の同単元指導（Ａ・Ｂ年度案）で行い，４年生の残り15時間分（いくつかの単元を抽出して）をＡ・Ｂ年度案から外して行う計画を立てます。そして，３・４年生の社会科授業時数の違い（20時間）と組み合わせて年35時間とし，４年生だけの単式授業を６時間目などに実施する方法です。４年生だけの単式授業の約半分を理科に，残りを社会科にあてることになります。

単式授業が可能となることから，同単元指導の短所を克服できる点では評価できます。ただし，この場合３年生の扱いをどうするか（終わりの会が一緒にできないなどの問題点）を，各校で話し合っておく必要があります。

③ 15時間を特設時間割として設定する場合
上記②の方法と考え方は同じですが，授業時間の設定が少し違います。週2.5時間は同単元指導で進め（年90時間），15時間分を特設時間割として設定し実験や観察等を充実させる方法です。この場合，３年生は授業時数が増えますが，実験や観察等のためであれば，「実感を伴った理解」を重視する学習指導要領の姿勢にも合致するので可能かと思われます。ただし，計画作成段階でしっかりとした話し合いを持ち，位置付けをきっちりしておくことが大切でしょう。また，授業時数が増える３年生の保護者には説明を行い，理解を得る必要があります。

（２） 時間割の編成にあたって

各学校の時間割編成には，さまざまなケースが考えられます。例えば，年間あるいは学期を通してほぼ固定した時間割を実施する方法，他教科と組み合わせて隔週で交互に授業を実施する方法，時間割を月別や週別で作成する方法，ある一定期間に集中的に時間を取る方法，１単位時間（45分間）の弾力化を行う方法（いわゆるモジュール型），などがあります。
３・４年生の複式学級の時間割編成にあたっては，可能な限り固定した時間割で授業進行を計画する場合は，前述の①のように，３・４年生の合計授業時数（195時間）を２年間で実施する方法がよいと考えられます。
また，前述の②や③のように，３年生の時数（週2.5時間）を基本とした時間割を作成し，15時間分を別枠で設定する方法も比較的簡単かと思います。この場合，３年生については，自己評価や復習のための時間，読書や調べ学習の予備の時間，終わりの会などを先に済ませて放課とする，などが考えられます。あるいは，４年生の週１時間の理科を，３年生の「総合的な学習の時間」とリンクさせ，自然を対象とした観察調査や実験などの充実にあてるといった案も考えられます。
いずれにしても，各校の指導計画全般と密接に関わってくる内容ですので，入念に計画立案する必要があります。

（３） ２学期制について

２学期制を実施する場合，前・後期の区切りとして，10月上旬に数日間の秋休みを設けることが多いようです。そこで，できれば秋休みに活動の区切りがくるように単元設定をするとよいでしょう。

授業時数としては，３学期制では９月を３週，10月を４週と設定していますが，２学期制では，９月を４週，10月を３週とするとよいでしょう。
＜別添＞
・複式学級　理科　年間指導計画案 【３･４年　Ｂ･Ａ年度 ／ ５･６年　Ｂ･Ａ年度】
＜注＞

・学習指導要領　第1章（総則）第2の5により，複式学級の場合の教育課程編成の特例（学年別の順序によらない編成）が認められています。

・複式学級において，教科により特別の教育課程を編成する場合には，所属学年以外の学年用の教科書の支給や併給が認められています。
以上
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